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２０２４-２５年度 ステファニー A. アーチック ＲＩ会長 

 

例会予定  ６月１１日  2024-25 年度事業実績報告 

６月１８日  会長・幹事 一年間を振り返って 
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例会報告  VOL.６２  No.２７ (No.2752) ５月２８日(水) 晴れ (司会 中山英俊委員長) 

  本例会での主な事項 

◎会長あいさつ       ◎地区研修・協議会報告 

                                   セミナー参加 委員会委員長 

 

ビジター 

２０２５－２６年度 ロータリー財団 補助金担当委員長 菊池泰正様 (土浦ロータリークラブ) 

                      地区補助金担当委員長 椿 眞里様(北茨城ロータリークラブ) 

 

幹事報告   五木田裕一会長 

週   報  なし 

例会変更  なし 

2024-25 年度事業実績報告締切が５月３０日となっております。ご提出よろしくお願いします。 

立替をお持ちの方は精算をお願いします。 

 

会長挨拶   五木田裕一会長 

皆様こんにちは。5 月第 3 回例会のご挨拶を申し上げます。 

本日は次年度地区財団委員のご担当でいらっしゃる土浦 RC より菊池様、

北茨城 RC より椿様がお越しです。会員一同、歓迎申し上げます。 

5 月も終わりに近づき、そろそろ梅雨の便りが聞こえるようになってきました。

九州南部ではすでに梅雨入りし、関東でも例年６月上旬に梅雨入りします。そ

うすると、一気に湿度が上昇し、蒸し暑い日が続くことになります。クラブでは５

月より、ドレスコードがクールビズになり、ノーネクタイで差し支えないとしております。蒸し暑くなると同時に、

冷房も強くなります。どうぞ体温調節をしやすい服装で、例会にお出でくださいますようお願い申し上げま

す。 

さて６月になりますと、衣替えです。私も冬用のスーツから夏用のスーツへと交替させます。服を入れ替

えながら、よくもまあ服があるな、と思う次第です。反面、着ないままシーズンを過ごし、箪笥の肥やしになる

服が出てきます。 

さて問題は、これらをどうやって整理するかです。随分前から「断捨離」という言葉がはやっており、書店

では一つのコーナーが設けられるほどです。モノがない時代から見ますと非常に贅沢な話ですが、今は如

何に整理しコンパクトにするか、ということが多いように思います。処分の線引きの目安ですが、よく 2 年を

一区切りとするケースを目にします。確かに２年連続して着ないし使わないのなら、捨ててもまず支障はな

いのでしょう。 

どちらかといいますと、私自身、何でも取っておきたい性分なのですが、現実には不可能です。そんな事

をすれば、たちまちゴミ屋敷になってしまいます。ところが不思議なもので、あれほど捨てられずこだわって

いたモノについて、ある時ふと「今なら捨てられる」と思う時が来ます。恐らく気持ちの整理がついたのでしょ

う。 

私も人生の折り返し地点をとっくに過ぎております。これから先、すべてのモノや関係性を保持したまま

先へ進むことは不可能です。今後、縁がある「何か」に関わって行くために、今ある「何か」を捨てなければ

なりません。この判断は、時として勇気がいる辛い決断になるでしょう。しかし出番が終わった役者は、舞台

袖に引き上げるのが世の常です。 

まもなく 2024-2025 年度も終わります。来月は各委員長様から１年間の総括を頂きたいと思います。是非
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とも１年間を振り返って頂き、お役目を次の方に託して頂ければ幸いです。 

本日もよろしくお願い申し上げます。 

 

地区研修・協議会報告    

職業奉仕委員会  松崎隆詞次年度委員長 

   

   

   

   

   

 

 



６月はロータリー親睦活動月間です 
 

4 
 
 

米山記念奨学会  青島弘典次年度委員長 

  

   

 

社会奉仕委員会  宮本明憲次年度委員長 

   

   

 

青少年奉仕委員会  小林聡司次年度委員長 
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会員増強委員会  武藤康之次年度委員長 

昔ほどＲＩは会員の増減については厳しく言わなくなった。なぜか。ロータリーを理

解していない会員が増えるとまともな運動が出来ない。会員数が少なくなってしま

うとロータリーの理念を社会に広めることが不可能である。 

なぜ、会員増強が必要なのか 

・新入会員が入会することでクラブ内が活性する 

・新入会員の入会は現会員にとってもロータリーを改めて学ぶ場となる 

・新入会員の増強はクラブや地区の経済的基盤を確かなものにする 

では、どうしたらいいか 

・増強に成功したクラブから学ぶ 

・あらゆる世代からしっかりした志の人を推薦する、あえて若い世代や女性をターゲットにしない 

・入会 5 年未満の退会率が非常に多い、ロータリーの魅力をしっかり伝えて行きたい 

会員増強に打ち出の小槌はありません、地道に根気よくみんなで声をかけるしかありません。 

 

ロータリー財団  鈴木勝久次年度委員長 

４月１３日に行われた地区研修・協議会でのロータリー財団の分科会の報告をさ

せていただきます。 

今回ロータリー財団統括委員長 大野治夫ＰＧが出席されず、ロータリー財団地

域コーディネーターの新井和雄ＰＧから挨拶がありました。 
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まずポリオについてのレクチャーがあり、「国際ロータリーの最優先事項は、ポリオの根絶です。2026 年

を根絶目標年としてきましたが、根絶までもう少しと言うところまで来ています。現状厳しい世界情勢ですが、

根絶のための資金確保にご協力ください」ということでした。 

次にポリオ根絶のためのプログラム、「ポリオ・プラス・ソサエティ（ＰＰＳ）」について、毎年１００米ドルをＰＰ

Ｓへの参加登録を進めてほしいとの事。 

続いて次年度の目標寄付額が示されました。 

① 年次寄付１５０ドル以上、②ポリオ寄付３０ドル ①＋②で、合計１８０ドル以上（一人当たり）が目標額と

なります。 

１）恒久基金（ベネファクター）１０００ドルの寄付を 1 クラブ 1 名以上 

２）ポール・ハリス・ソサエティの目標が毎年１０００ドル以上 

３）ポリオ・プラス・ソサエティの目標が毎年１００ドル以上で（各クラブで新規登録者が 1 名以上）、特にＰＰＳ

については新規会員登録１００名以上を目標するとのことです。 

次に財団奨学金について。これは海外留学のための支援金です。この奨学金は 1年の期間で年間３００

００ドルが支援され、条件として会員の 3 親等以内の親族が対象となります。 

次にポール・ハリス・ソサエティについて。これは毎年１０００ドル以上の寄付を約束するプログラムで、

2820 地区では現在 99 名がこのプログラムに登録されています（2025 年 4 月 7 日現在）。ちなみに水海道

ＲＣでは 5 名が登録されています。 

最後は新井地区コーディネーターのディスカッションがあり、分科会を終了しました。 

 

出席報告   染谷正美副委員長 

会員総数 出席者数 欠席者数 出席免除 メーク 出 席 率 

５０名 ３２名 １６名 ２名 １７名 １００．００％ 

 

ニコニコボックス   鈴木茂徳委員             入金額  29,000 円    累計 1,601,000 円 

本日は、土浦 RC より菊池様、北茨城 RC より椿様がお越しです。よろしくお願い申し上げます。 

五木田会員 

久しぶりの例会です。地区財団の皆さん、お疲れ様です。   瀬戸会員 

菊池補助金委員長、椿ロータリー財団委員長、本日は補助金審査会に続いて例会出席ありがとうございま

す。   倉持会員 

親睦ゴルフコンペお疲れ様でした。親睦委員会の皆様大変お疲れ様でした。優勝を頂きました。ありがとう

ございました。   石塚(利)会員 

親睦ゴルフおつかれ様でした。賞品の高級お肉おいしかったと子供達が喜んでいました。石塚委員長あり

がとうございました。  山中会員 

本日も宜しくお願いします。  宮本会員 

本日よろしくお願いします。   鈴木(茂)会員 

例会欠席しました。  武藤会員 

欠席続きました。  染谷(秀)会員 

例会欠席。ガバナー月信７月号、何とか発行に間に合いそうです。   石塚(克)会員 

 

会報委員会 松坂興一委員長   宮代 尚副委員長   青島弘典委員   


